
 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

 

太
陽
光
発
電
余
剰
電
力
買
取
制
度

　

太
陽
光
発
電
は
、
太
陽
の
恵
み

を
利
用
し
た
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
。
そ
の
普
及
・
拡
大
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
向
上
や
地
球

温
暖
化
対
策
、
さ
ら
に
日
本
の
将

前
に
比
べ
約
３
倍
に
伸
び
て
お

り
、
価
格
低
下
も
進
ん
で
き
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
の
さ
ら
な
る
太
陽
光
発
電

の
普
及
・
拡
大
を
、
国
民
全
体
で

支
援
す
る
た
め
に
、
本
制
度
へ
の

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
室

　

☎
０
５
７
０-

０
５
７-

３
３
３

※
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
IP
電
話
の
場
合

　

☎
０
３-

５
５
２
０-

５
５
０
０

　

HP http://www.enecho.m
eti.go.

　

jp/kaitori

 

募
集
し
ま
す

 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
で
は
、
海
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
開

発
途
上
国
で
生
活
を
送
り
な
が
ら

自
分
の
持
っ
て
い
る
知
識
や
技
術

を
生
か
し
て
、
人
づ
く
り
、
国
づ

く
り
に
協
力
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
募
集
期
間　

４
月
１
日
（
金
）

　

〜
５
月
16
日
（
月
）

品
の
展
示
と
即
売
を
行
い
ま
す
。

　

作
品
を
通
し
て
牛
窓
の
良
さ
を

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
会
期　

４
月
29
日
（
金
）
〜
５

　

月
８
日
（
日
）

※
会
期
中
は
無
休
で
す
。

▽
会
場　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｓ

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

　
５
時

▽
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

 

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
テ
ー
マ
展

 

備
前
刀
三
昧
（BIZENTO  ZANMAI

）

　

平
安
時
代
以
降
の
全
時
代
の
作

品
が
豊
富
に
残
る
備
前
刀
は
、
日

本
刀
の
歴
史
を
語
る
上
で
の
指
標

と
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
学
術
的
に

も
貴
重
で
す
。

　

現
在
、
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

で
は
、
こ
の
備
前
刀
を
テ
ー
マ
に

し
た
「
備
前
刀
三ざ

ん
ま
い昧
（BIZENTO 

ZANMAI

）」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
館
の
所
蔵
品
の
中
か
ら
鎌
倉

時
代
初
期
か
ら
現
代
ま
で
の
38
口ふ
り

を
製
作
当
時
の
時
代
背
景
を
紹
介

し
な
が
ら
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

よ
り
備
前
刀
へ
の
理
解
が
深
ま

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

な
お
、
関
連
行
事
と
し
て
公
開

古
式
鍛
錬
な
ど
を
行
い
ま
す
の
で

併
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
テ
ー
マ
展　

備
前
刀
三
昧
】

▽
会
期　

４
月
17
日
（
日
）
ま
で

※
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

　
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分

　

ま
で
）

▽
入
館
料　
大
人
５
０
０（
４
０
０
）

　
円
、高･

大
学
生
３
０
０（
２
５
０
）

　
円
、
中
学
生
以
下
無
料

※
（　

）
は
20
人
以
上
の
団
体
料

　

金
で
す
。

【
関
連
行
事
】

①
公
開
古
式
鍛
錬

　

古
式
に
よ
る
日
本
刀
鍛
錬
風
景

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

　

☎
０
８
６
９-

６
６-

７
７
６
７

　 

市
民
大
学
講
座
で
学
び
ま
せ
ん
か

 

せ
と
う
ち
村
塾

　

市
民
大
学
講
座
と
し
て
お
な
じ

み
の
「
せ
と
う
ち
村
塾
」
を
次
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

倉
敷
芸
術
科
学
大
学
名
誉
教
授

の
一
村
稔
氏
を
招
き
、
電
子
計
算

機
の
歴
史
や
使
い
方
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
特
徴
や
電
話
と
の
違
い

に
つ
い
て
、
や
さ
し
く
講
義
を
行

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
わ
た
し
た
ち
と
一
緒

に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
月
日
・
内
容

①
４
月
10
日
（
日
）　
「
電
子
計
算

　

機
の
生
い
立
ち　

ソ
ロ
バ
ン
と  

　

計
算
尺
」

②
５
月
８
日
（
日
）　
「
イ
ン
タ
ー

　

ネ
ッ
ト
」　

▽
時
間　

午
後
１
〜
４
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
会
費　
５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

今
吉
さ
ん

　

☎
０
８
０-

３
８
８
８-

８
５
０
２

を
公
開
し
ま
す
。

▽
日
時　

４
月
10
日
（
日
）
午
前

　

11
時
〜
・
午
後
２
時
〜
（
各
１

　

時
間
）

▽
観
覧
料　
無
料（
入
館
料
は
必
要
）

②
日
本
刀
手
入
れ
講
習
会

　

日
本
刀
の
手
入
れ
の
方
法
を
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
日
時　

４
月
３
日
（
日
）

　

午
後
１
〜
３
時

▽
受
講
料　
無
料（
入
館
料
は
必
要
）

③
小
刀
製
作
講
座

　

刀
匠
の
指
導
に
よ
り
玉
鋼
を
材

料
に
し
た
小
刀
を
製
作
し
ま
す
。

▽
日
時　

４
月
2
日
（
土
）、
16

　

日
（
土
）　

午
前
10
時
〜
午
後

　

４
時

▽
受
講
料　

１
２
、０
０
０
円（
材

　

料
費
・
入
館
料
を
含
む
）

▽
募
集
対
象　

日
本
国
籍
を
持
つ

　

次
の
人

・
青
年
海
外
協
力
隊　

20
〜
39
歳

・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

　

40
〜
69
歳

▽
募
集
分
野　

農
林
水
産
、加
工
、

　

土
木
建
築
、
保
健
衛
生
、
教
育

　

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
計
画
・
行

　

政
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

▽
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
書
類

　

を
郵
送
で
提
出

▽
派
遣
期
間　

２
年
間

※
派
遣
前
に
原
則
65
日
間
の
訓
練  

　

が
あ
り
ま
す
。

※
現
地
で
の
生
活
費
や
往
復
運
賃

　

な
ど
派
遣
に
必
要
な
経
費
は
Ｊ

　

Ｉ
Ｃ
Ａ
が
負
担
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
国

　

〒
７
３
９-

０
０
４
６

　

広
島
県
東
広
島
市
鏡
山
３-

３-

１

　

☎
０
８
２-

４
２
１-

６
３
１
０ 

 

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

 

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

皆
さ
ん
は
、
悩
み
ご
と
な
ど
を

人
に
聞
い
て
も
ら
っ
て
、
元
気
に

な
っ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
相
手

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ
イ
ル

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

９
６
０
０ 

 

移
設
し
ま
す

 

吉
井
川
河
川
公
園
遊
具

　

吉
井
川
河
川
公
園
に
設
置
し
て

あ
る
遊
具
な
ど
を
、
邑
久
ス
ポ
ー

ツ
公
園
へ
移
設
し
ま
す（
ト
イ
レ
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設
を
除
く
）。

　

こ
れ
は
、
毎
年
台
風
時
や
吉
井

川
の
増
水
が
予
想
さ
れ
る
際
、
遊

具
の
撤
去
や
設
置
に
多
額
の
費
用

が
発
生
す
る
た
め
で
す
。

　

移
設
時
期
は
、
５
月
中
旬
ご
ろ

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
２
３

　
　

 

瀬
戸
内
市
立
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

 

平
田
將
人
吹
き
ガ
ラ
ス
展

　　

岡
山
県
在
住
で
ガ
ラ
ス
作
家
の

平
田
將ま
さ
と人

氏
が
、
牛
窓
の
風
景
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
製
作
し
た
ワ
イ
ン

グ
ラ
ス
、
タ
ン
ブ
ラ
ー
、
キ
ャ
ン

ド
ル
ス
タ
ン
ド
な
ど
の
ガ
ラ
ス
作

来
を
支
え
る
新
た
な
産
業
の
育
成

な
ど
の
効
果
に
つ
な
が
り
、
す
べ

て
の
方
の
未
来
に
関
わ
る
も
の
と

い
え
ま
す
。

　

家
や
事
業
所
な
ど
に
お
い
て
太

陽
光
で
発
電
さ
れ
た
電
気
の
う

ち
、
使
わ
な
か
っ
た
電
気
の
買
取

り
を
電
力
会
社
に
義
務
づ
け
る
太

陽
光
発
電
の
余
剰
電
力
買
取
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

買
取
り
に
必
要
な
費
用
は
、
太

陽
光
発
電
促
進
付
加
金
と
い
う
項

目
で
、
本
年
４
月
か
ら
電
気
料
金

の
一
部
と
し
て
、
電
気
を
使
う
す

べ
て
の
人
に
負
担
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

　

負
担
額
は
、
１
カ
月
の
電
気
使

用
量
が
約
３
０
０
キ
ロ
㍗
時
の
場

合
、
月
に
18
円
程
度
と
な
り
、
負

担
額
は
太
陽
光
発
電
の
普
及
の
た

め
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
制
度
に
よ
り
、
住
宅
向
け

太
陽
光
発
電
の
導
入
は
制
度
開
始

の
話
に
耳
を
傾
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
こ
と
で
す
。
単
に
話
を
聞
く

だ
け
で
な
く
、
心
で
聴
い
て
受
け

止
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ

イ
ル
で
は
、
こ
の
傾
聴
の
技
法
・

技
能
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
る

養
成
講
座
を
５
月
か
ら
10
月
ま
で

10
回
に
わ
た
っ
て
開
講
し
ま
す
。

　

講
師
は
、
教
職
員
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
「
沢
田
の
杖
塾
」
を
主
宰
し

て
い
る
岡
山
県
公
立
学
校
学
校
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
森
口
章
氏
。
初
回

は
、「
人
を
援
助
す
る
こ
と
と
傾

聴
」と
題
し
て
講
義
を
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時（
初
回
）　
５
月
12
日（
木
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

※
他
の
回
か
ら
の
受
講
は
不
可
で
す
。

▽
場
所　

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ

　

ー
ス
マ
イ
ル
（
瀬
戸
内
市
邑
久

　

町
山
田
庄
８
８
０-

１
）

▽
申
込
期
限　
５
月
６
日
（
金
）

▽
定
員　

30
人

▽
費
用　

無
料

太陽光発電

太陽光エネルギー

電気利用者者

施設 住宅 事業所

電力会社発電した電気のうち
使わなかった電気

買取収入

電気

太陽光発電促進付加金

太陽光発電の余剰電力買取制度のしくみ

平田氏が製作したガラス作品

太刀　備前国長船兼光（南北朝時代）

の
話
に
耳
を
傾
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ




